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は
肥
田
周
辺
を
支
配
し
た
肥
田
城
主
高

野
瀬
家
の
末ま

つ

裔え
い

だ
と
い
う
の
で
す
。

　

高
野
瀬
家
は
、
も
と
は
高
野
瀬
村
（
現

在
の
豊
郷
町
）
を
拠
点
と
し
、鎌
倉
時
代
の

隆
重
の
代
に
肥
田
城
を
築
き
、
代
々
肥
田

を
支
配
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
国
末
期

の
天
正
２
年
（
１
５
７
４
）、織
田
信
長
に

仕
え
た
城
主
高
野
瀬
秀ひ

で

隆た
か

と
息
子
隆た

か

景か
げ

が
、
越
前
安あ

居ご

（
現
在
の
福
井
県
福
井
市
）

の
戦
い
で
自
害
し
、
信
長
の
家
臣
蜂は

ち

屋や

頼よ
り

隆た
か

、
つ
い
で
羽
柴
秀
吉
の
家
臣
長は

谷せ

川が
わ

秀ひ
で

一か
ず

が
肥
田
城
主
に
な
り
ま
し
た
。

  

当
時
の
肥
田
城
の
様
子
に
つ
い
て
、「
丹

波
屋
敷
」な
ど
現
在
も
残
る
字あ

ざ

名な

か
ら
、城

周
辺
に
城
主
一
族
と

家
臣
の
屋
敷
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
に

作
成
さ
れ
た
「
地ち

券け
ん

取と
り

調し
ら
べ

総そ
う

絵え

図ず

」
か
ら

は
、
肥
田
の
集
落
の

町
並
み
は
、
南
北
２

筋
、
東
西
１
筋
の
直

線
道
路
に
沿
っ
た
短

　
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」(
重
要
文
化

財
）
に
は
、
彦
根
藩
士
の
略
歴
を
ま
と
め

た
「
貞

じ
ょ
う

享き
ょ
う

異い

譜ふ

」
と
呼
ば
れ
る
資
料
が
現

存
し
、
家
ご
と
に
出
自
や
歴
代
当
主
の
名

前
、
勤
め
た
役
職
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
高た

か

野の

瀬せ

喜
太
郎
家
の
記
述
を

も
と
に
、
肥
田
（
肥
田
町
）
の
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
貞
享
異
譜
」
で
は
、高
野
瀬
家
の
出
自

を
、「
先
祖
筋
は
江
州
愛
知
郡
肥
田
の
城
主

高
野
瀬
備
前
守
隆た

か

重し
げ

の
子
孫
に
て
、
同
郡

肥
田
村
崇そ

う

徳と
く

寺じ

過
去
帳
に
委く

わ

し
く
こ
れ

あ
り
」
と
記
し
ま
す
。
つ
ま
り
高
野
瀬
家

彦
根
藩
士
高
野
瀬
家
と
肥
田
の
歴
史

▶
貞
享
異
譜
（
高
野
瀬
喜
太
郎
家
箇
所
。
五
行
目
に
「
肥
田
の
城
主
」
と
い
う

記
載
が
見
え
る
）【
重
要
文
化
財
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」）
彦
根
城
博
物
館
蔵
】

冊
型
の
屋
敷
地
割
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
信
長
や
秀
吉
の
家
臣

が
城
下
を
整
備
し
た
際
の
特
徴
で
、
肥
田

城
と
そ
の
城
下
が
戦
国
末
期
に
整
備
さ

れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
の
高
野
瀬
家
に
つ
い
て
、
崇
徳

寺
（
肥
田
町
）
に
現
存
す
る
高
野
瀬
家
の

系
図
に
は
、
隆
景
に
は
息
子
隆た

か

定さ
だ

が
お
り
、

肥
田
村
に
潜
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。
同
じ
く

崇
徳
寺
に
現
存
し
、
貞
享
異
譜
に
も
記
さ

れ
た
同
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
江
戸
時

代
に
も
同
村
に
高
野
瀬
（
過
去
帳
で
は

「
高
瀬
」）
姓
の
人
物
が
い
ま
し
た
。
貞
享

異
譜
に
記
さ
れ
た
彦
根
藩
士
高
野
瀬
家

の
人
物
は
系
図
や
過
去
帳
に
は
記
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
高
野
瀬
一
族
は
絶
え
た
わ
け

で
は
な
く
、
貞
享
異
譜
に
記
さ
れ
る
と
お

り
、
一
族
の
中
か
ら
彦
根
藩
に
召
し
抱
え

ら
れ
た
者
が
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
そ
の
後
の
肥
田
城
は
、
長
谷
川

秀
一
死
後
に
廃
城
と
な
り
、
江
戸
時
代
に

城
跡
は
開
墾
さ
れ
て
新
田
と
な
り
ま
し

た
。
肥
田
の
城
と
城
下
は
農
村
集
落
へ
と

大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
た
の
で
す
。

　

戦
国
時
代
、
全
国
に
無
数
の
城
が
築
か

れ
ま
し
た
が
、信
長
や
秀
吉
、徳
川
家
康
が

天
下
統
一
を
進
め
る
中
で
、
多
く
の
城
が

姿
を
消
し
ま
し
た
。
統
一
政
権
は
諸
大
名

の
城
下
に
家
臣
を
住
ま
わ
せ
て
軍
事
力
を

集
中
さ
せ
、
村
に
は
武
士
を
置
か
な
い
政

策
を
と
り
、
旧
城
に
い
た
武
士
は
仕
官
先

を
求
め
て
諸
大
名
の
城
下
に
移
る
か
、
帰

農
す
る
か
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。こ
こ
に
、武

士
が
城
下
町
に
住
み
、
村
に
は
農
民
な
ど

の
領
民
が
暮
ら
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
兵

農
分
離
制
が
確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
江

戸
時
代
の
社
会
の
大
き
な
特
徴
で
、
肥
田

で
も
高
野
瀬
一
族
が
同
様
の
選
択
を
迫
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

肥
田
城
主
高
野
瀬
一
族
が
、
肥
田
を
離

れ
彦
根
藩
士
と
な
っ
た
歴
史
は
、
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
へ
と
時
代
が
移
り
、
肥

田
の
城
と
城
下
が
肥
田
村
へ
と
大
き
く
姿

を
変
え
た
歴
史
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

  （
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

藤
尾
隆
志
）

写
真
の
作
品
は
、シ
リ
ー
ズ
戦
国 

巻
の

５
「
肥
田
の
古
墳
・
城
・
村 

―
大
地
に
刻

ま
れ
た
記
憶
ー
」で
９
月
２
日
㈮
〜
同
27

日
㈫
（
期
間
中
無
休
）
ま
で
展
示
し
ま
す
。

　


